
令和 8 年 5 月
川口市消防局 予防課

社会福祉施設等の各事業者様へ

火災予防対策について

～令和 8 年度集団指導～



01 火災の現況と最近の動向

02 社会福祉施設での主な火災事例

03 消防訓練と防火管理について

04  主な消防用設備等の使い方について

アジェンダ
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01 近年の火災発生状況と死者数の傾向を理解する

02 高齢者や住宅火災にリスクが
集中している現状を理解する

03 小規模施設での重大火災の教訓を理解する

04 日頃の防火管理、消防訓練、
 初動対応の重要性を理解する

目的
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01 火災の現況と最近の動向

令和 6 年中、

川口市内で

発生した火災件数は

何件だったでしょうか？

3



01 火災の現況と最近の動向

131 件
（対前年比 11 件減）

約 2.8 日に 1 件の割合で火災が発生
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全国では…

37,141 件
（対前年比 1,531 件減）

1 日あたり 102 件

 ⾧期的に減少傾向、近年はおおむね横ばい

01 火災の現況と最近の動向
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人口 1 万人当たりの出火件数 → 出火率

全国平均で 3.0 件／万人

埼玉県 2.6 件（ 1,928 件／ 738 万人）

→ 38 位

川口市 2.1 件（ 131 件／ 61 万人）

01 火災の現況と最近の動向
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01 火災の現況と最近の動向

令和6年中、

川口市内で

火災による死者は

何人だったでしょうか？
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5 人
すべて建物火災によるもの

全国では…
1,228 人（放火自殺者等を除く。）

01 火災の現況と最近の動向
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火災による死者数（放火自殺者等を
除く。）を年齢別でみると…

65 歳以上の高齢者が
911 人で 74.2 ％を
占めています。
年齢階層別の人口10万人当たりの死者数（放火自殺者等を
除く。）は、年齢が高くなるに従って著しく増加しており、
特に 81 歳以上の階層が、全年齢階層における平均の 3.9倍
となっています。

01 火災の現況と最近の動向
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01 火災の現況と最近の動向

建物火災による死者の 92.5 ％が住宅で発生

火災件数は横ばいですが、令和 3 年以降、住宅火災

の死者数が増加しています。

また、65歳以上の高齢者の割合も増加している。

更なる高齢化の進展が見込まれる中、住宅火災によ

る高齢者の死者数の割合は今後増加していくことが

予想される。
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01 火災の現況と最近の動向
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01 火災の現況と最近の動向

川口市での住宅用火災警報器については、

平成20年６月に全ての住宅への設置が義務化

平成30年６月に10年を経過

 定期的な点検や老朽化した機器の交換

 適切な維持管理を促進することが重要
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01 火災の現況と最近の動向
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01 火災の現況と最近の動向
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02 社会福祉施設での主な火災事例火災

出火年月日 出火場所 事業者名 死者数 負傷者数 損害額（千円） 出火原因

1 昭和30年2月17日 神奈川県横浜市 聖母の園養老院 99 9 15,340 かいろの火の不始末

2 昭和43年1月14日 大分県日出町 みのり学園小百合寮 6 ー 2,793 アイロンの使用放置

3 昭和45年3月20日 山梨県上野原町 泉老人ホーム 4 ー 不明 電気コンロの使用不適切

4 昭和48年3月14日 東京都東村山市 老人ホーム東村山分院 2 ー 234 不明

5 昭和61年2月8日 青森県弘前市 島光会草薙園 2 6 5,352 たばこ

6 昭和61年7月31日 兵庫県神戸市 陽気会陽気寮 8 ー 56,702 放火の疑い

7 昭和62年2月11日 静岡県富士市 佛祥院 3 1 14,807 不明

8 昭和62年6月6日 東京都東村山市 昭青会松寿園 17 25 71,666 放火の疑い

9 平成18年1月8日 ⾧崎県大村市 やすらぎの里さくら館 7 3 34,852 マッチ・ライター

10 平成21年3月19日 群馬県渋川市 静養ホームたまゆら 10 1 20,055 不明

11 平成22年3月13日 北海道札幌市 グループホームみらいとんでん 7 2 16,317 ストーブ

12 平成25年2月8日 ⾧崎県⾧崎市 グループホームベルハウス東山手 5 7 3,058 加湿器
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平成21年4月
 防火管理者の選任対象拡大。
 消火器、スプリンクラー設備、
 自動火災報知設備、火災通報装置の設置対象拡大。

平成18年1月
 小規模な社会福祉施設の防火安全対策が課題に

02 社会福祉施設での主な火災事例

社会福祉施設における火災を受けた法改正

平成25年2月
 認知症高齢者グループホーム火災により
更なる防火安全対策が課題に

平成27年4月
 用途区分の見直し  新しい用途区分の消防用設備等の設置基準
スプリンクラー設備及び 火災通報装置の基準が改正
自動火災報知設備の基準が改正
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防火区画の重要性、火災発生時の初動体制については施設管理者や防火管理者だけでなく、全ての従業員
が熟知していなくてはなりません。そのため、従業員に対する教育や繰り返しの訓練が必要です。

従業員に対する教育・訓練

遅れが被害を広げてしまいます。
・119番通報の遅れ ・初期消火の不備 ・避難誘導の不備

初動体制の準備

火災の延焼スピードが速くなり、避難に必要な時間が短縮されてしまいます。
・防火戸や防火シャッターの閉鎖障害 ・階段室などの竪穴区画の不備

防火区画の重要性

02 社会福祉施設での主な火災事例

防火区画と初動体制の不備が人的被害を拡大します
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03 消防訓練・防火管理について
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03 消防訓練・防火管理について
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03 消防訓練・防火管理について

20



03 消防訓練・防火管理について
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03 消防訓練・防火管理について
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03 消防訓練・防火管理について
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03 消防訓練・防火管理について
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03 消防訓練・防火管理について
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04  主な消防用設備等の使い方について
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04  主な消防用設備等の使い方について
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04  主な消防用設備等の使い方について
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04  主な消防用設備等の使い方について
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04  主な消防用設備等の使い方について
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04  主な消防用設備等の使い方について
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04  主な消防用設備等の使い方について
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おわりに
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おわりに
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おわりに

ご清聴ありがとうございました。
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